
（参考１）「テーマ設定型実証」を実施する第三者機関等

〇 目的

政府全体として新技術の社会実装が一層重要となる中、新技術の現場活用の早期拡大に資する「テーマ設定
型実証」の取り組みを円滑に実施する必要があり、地方整備局等以外でも「テーマ設定型実証」を実施する機関
（第三者機関等）を選定し、活用することで、実証可能なテーマ数の拡大につなげる

〇 実施内容
次ページ『「テーマ設定型実証」のプロセス』参照

〇 応募要件（詳細は応募要領を参照）

・社会インフラに係る技術の調査・研究を目的とする一般社団法人及び一般財団法人又は公益社団法人及び公
益財団法人もしくは当該技術分野に精通する者であり、当該テーマ設定型実証に係る実施体制を組むことがで
きること

〇 公募期間
平成30年3月15日（木）～平成30年4月12日（木）

図 テーマ設定型実証の取り組みついて
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（参考１）「テーマ設定型実証」のプロセス

【本省】技術テーマの設定
第三者機関等候補の選定

リクワイヤメント等素案作成

技術公募

試行検証

【本省】システム検討会議

各地整等のニーズに基づき本省がテーマを設定

技術募集要領素案の策定

•技術テーマに対するリクワイヤメント、試験方法の素案作成
•テーマに関する有識者会議の設立、運営（もしくは評価会議並びにＷＧ）

意見公募 •リクワイヤメント等素案に対して意見募集を行う

【担
当
地
整
】
評
価
会
議

意見整理
対応方針素案作成

•寄せられた意見の整理
•公募意見への対応方針素案の作成

•公募意見を踏まえた技術募集要領素案の策定

•応募技術の技術情報の整理、募集条件への適否の確認
•応募技術の選定素案の作成

公募技術選定
•応募者に対して選定、非選定の通知
•選定者に試験方法を通知

•応募者による試験の実施、結果の整理・提出

比較表の作成 •提出された試験結果の整理、技術比較表の作成

【各地整等】
•設計要領へ反映
•設計業務等で活用

担当地整
選定

承認・公表
•発注者指定へ ：第三者機関等の実施項目

：応募者の実施項目

応募者による費用負担

選定素案の作成

：本省、地整等の実施項目


